
 

 

 

   

   

   

   

５年生の子どもたちが 

図書室で本を探していました。 

子どもたちの手には 

個別のタブレットパソコンがありました。 

国語の教材「図書すいせん会をしよう」の 

学習のために、自分の好きな本の 

良さが伝わるページを撮影していました。 

子どもたちも 

タブレットパソコンの扱いに慣れ 

使用用途の幅が広がってきています。 

最近では「調べる」道具としての 

活用だけではなく 

「発信する」道具としての活用することも 

増えてきています。 

 

 

 


